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研究要旨： 
 新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業では、新型コロナウイルス感

染症（COVID-19）をはじめ、厚生労働省における新興・再興感染症対策等の行政

ニーズに即した感染症に関して研究が進められている。COVID-19 の感染拡大防

止やウィズコロナに向けた諸課題に対する研究をより一層推進するためには、当

該研究事業において蓄積される新型コロナウイルスに関する最新の研究動向や科

学的知見等について、詳細かつ正確な研究内容ならびに進捗状況の把握・分析を

行い、効率的な俯瞰に向けた課題整理の強化・拡充が必要である。また、感染症

の危機管理においては、行政・国民ニーズに即した公衆衛生対策に係る感染症関

連研究を戦略的に推進することが重要であり、COVID-19 以外の新興・再興感染

症関連研究も含め、本研究事業全体を横断的に俯瞰し体系的に整理する必要があ

る。本研究においては、研究課題の特徴をスムーズに把握するために、全研究課

題（33 課題）の各基本情報ならびに成果の概要をまとめた（最終成果概要反映版

概要シート）。また、新興・再興感染症対策における各研究課題の位置づけを明確

化するために、種々の対策における各研究課題の位置づけを明確化した事業マッ

プを作成した。本研究成果によって、新興・再興感染症対策における各研究課題

の位置づけが明確化されるとともに、本研究事業全体を俯瞰的に整理できたこと

から、厚生労働科学研究及び AMED 研究の令和４年度公募案や令和 5 年度概算

要求のための参考資料として効果的に活用する等、研究事業の推進及び政策等へ

の還元が図れた。今後、他の政策研究や関連する研究事業との連携ならびに橋渡

し等も考慮の上、事業成果を最大化し、持続的に発展する必要があると考える。 

A. 研究目的 
 本研究課題では、新興・再興感染症及び予

防接種政策推進研究の未解決の、あるいは

新たな課題に関する動向把握とアセスメン

トを行うと共に、新興・再興感染症及び予防

接種政策推進研究事業（以下、研究事業とい

う。）において実施される研究課題について

研究の進捗状況を把握し、これらの情報を

共有・提供することにより研究事業の総合

的推進を図っている。 



  

当該研究事業では、新型コロナウイルス

感染症をはじめ、厚生労働省における新興・

再興感染症対策等の行政ニーズに即した感

染症に関して研究が進められている。

COVID-19 の感染拡大防止やウィズコロナ

に向けた諸課題に対する研究をより一層推

進するためには、当該研究事業において蓄

積される新型コロナウイルスに関する最新

の研究動向や科学的知見等について、詳細

かつ正確な研究内容ならびに進捗状況の把

握・分析を行い、効率的な俯瞰に向けた課題

整理の強化・拡充が必要である。また、感染

症の危機管理においては、行政・国民ニーズ

に即した公衆衛生対策に係る感染症関連研

究を戦略的に推進することが重要であり、

そのためには COVID-19 以外の新興・再興

感染症関連研究も含め、本研究事業全体を

横断的に俯瞰し体系的に整理する必要があ

る。 
そこで、本研究では、本研究事業の戦略的

かつ総合的な推進を図るため、研究事業に

おいて実施される研究内容の詳細な動向把

握や分析をし、本研究事業全体の体系的な

課題整理等をより一層強化・拡充させるこ

とを目的とする。 
 
B. 研究方法 
1. 研究事業の研究課題に関して、対応す

る感染症対策フェーズや研究領域の分

類等、研究課題の基本情報に加え、各研

究課題が解決を目指す課題、研究実施

の短期的・長期的な意義等を整理し、研

究課題の特徴をスムーズに把握する。 
2. また、新興・再興感染症対策における各

研究課題の位置づけを明確化すること

により、本研究事業全体を俯瞰・体系的

整理するとともに、可視化する。 
3. COVID-19感染収束に向けて研究が進め

られている中、それらの研究の一層の

推進のためにも速やかにこれらの課題

を整理し、本研究事業の関係者等と情

報共有及び連携することにより、研究

事業の推進及び政策等への還元を図る。 
 
C. 研究結果 
1. 全研究課題（33 課題）の各基本情報な

らびに成果発表会資料、最終成果概要

をもとに、最終成果概要反映版概要シ

ート（別紙１）を作成した。最終成果概

要反映版概要シートの構成は以下のと

おりとした。 

 研究課題の基本情報（1課題あたり

スライド 1 枚程度、項目：研究の

事業予定期間、研究の背景・意義、

研究の目的、研究方法、期待される

効果） 

 主な研究成果（1課題あたりスライ

ド 1 枚程度、項目：実施した期間

の主な研究成果） 

 各研究課題が解決を目指す課題、

研究実施の短期的・長期的な意義

等（1 課題あたりスライド 1 枚程

度、項目：行政施策への貢献、今後

考えられる新たな課題） 

2. 新興・再興感染症対策における各研究

課題の位置づけを明確化した事業マッ

プを作成した（別紙１）。事業マップは、

令和 3 年度研究事業実施方針（厚生労



  

働科学研究）（第 115 回厚生科学審議会

科学技術部会（令和 2 年 5 月 7 日）資

料 ２ - １ 、 URL ： 

https://www.mhlw.go.jp/content/1060
0000/000640262.pdf）を参考に、以下

の分類によりマッピングした 

 分類（研究スコープ）：縦軸 

① 感染症に関する危機管理機能

の強化に資する研究 

② 感染症法に基づく特定感染症

予防指針の策定・改定及び感染

症対策の総合的な推進に資す

る研究 

③ 感染症サーベイランス機能の

強化に資する研究 

④ ワクチンの評価に資する研究 

⑤ 予防接種施策の推進に資する

研究 

⑥ 感染症指定医療機関等におけ

る感染症患者に対する医療体

制の確保及び質の向上に資す

る研究 

⑦ AMR対策に資する研究 

 分類（期待されるアウトプット）：

横軸 

 新型コロナウイルス感染症 に

関して、「・新型コロナウイルス

感染症 に関して、「COVID -19 

診療の手 引き」の改定、発生動

向分析環境中ガイドラン策等 

 「性感染症に関する特定予防

指針」の改必要なデータ等収

集 ・「性感染症に関する特定予

防指針」の改必要なデータ等収

集 

 予防接種法施策及びワクチン

の評価に資するデータ等収集 

 「抗菌薬 ・「抗菌薬 適正使用

推進 モデル事業 」の評価、分

析に資するデータ等収集 

 その他 

3. 最終成果概要反映版概要シートならび

に事業マップは、厚生労働省所管部署

等と共有した。尚、最終成果概要反映版

概要シートのうち、「研究課題の基本情

報」は本研究事業開始後速やかに作成

し共有した。また、最終成果概要反映版

概要シートについては、成果発表会後、

発表資料および参考資料を元に、速や

かに暫定版を作成し共有した。 
 
D. 考察 
 本研究において、新興・再興感染症対策に

おける各研究課題の位置づけが明確となる

とともに、当該研究事業で対応する感染症

対策フェーズや研究領域の分類等をより効

率的に俯瞰することができた。また、本研究

事業の関係者間における把握・分析がより

迅速となり、各研究課題が解決を目指す課

題や、研究実施の短期的・長期的な意義等を

整理することが可能となった。加えて、厚生

労働省所管部署等へ情報共有された最終成

果概要反映版概要シートならびに事業マッ

プについては、厚生労働科学研究及び

AMED研究の令和４年度公募案や令和 5年

度概算要求のための参考資料として効果的

に活用された。 

 



  

E. 結論 
感染症の危機管理においては、行政・国民

ニーズに即した公衆衛生対策に係る感染症

関連研究を戦略的に推進することが重要で

ある。本研究によって、新興・再興感染症対

策における各研究課題の位置づけが明確化

されるとともに、本研究事業全体を俯瞰的

に整理できたことから、研究事業の推進及

び政策等への還元が図れた。今後、他の政策

研究や関連する研究事業との連携ならびに

橋渡し等も考慮の上、事業成果を最大化し、

持続的に発展する必要があると考える。 

 
F. 研究発表 
1. 論文発表 

なし 

2. 学会発表 

なし 

 
G. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 

なし 
2. 実用新案登録 

なし 
3. その他 

なし 
 


